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研究を始めるのに必要な知識・能力
　「ੈքをڻかす新しい分子を自分のखで࡞りたいʂ」という意ཉ。「化学と研究がきだʂ」という素なここΖ。「新しいことに戦
したいʂ」というح心。チームの一員としてڠ力できるڠௐ性・ίミϡχέーション力。

研究室の指導方針
　有機電子材料、発ޫ性材料などの機能性有機材料の開発を通じて、融合分野で活躍し社会にݙߩできる研究者をҭ成します。研究
എܠの理解、目的ୡ成のための分子設ܭ、有機化学合成、物性評価によるフィーυόック、問題点のચいग़しと解決策の提案、学会・
論จ・ಛڐなどによる成Ռ発දという一連のステップを実ࢪすることで、問題提ى・実験遂行・問題解決する力とプϨθンテーション
能力を有する研究者をҭ成します。さらにത࢜後ظ課ఔでは、情報ऩू、研究テーマの提案と遂行、論จࣥචを通じてੈքで活躍す
る研究者として自立できるようࢦಋします。

この研究で身につく能力
　機能性有機材料の開発を通じて、研究開発に必要な基礎知識、ઐ門知識およͼ技術を身につけます。۩体的には、ࢉܭ科学を用い
た分子設ܭ、最新かつ多࠼な設備をった有機合成と構造解ੳ・分ޫಛ性評価、化合物のूੵプロセス開発とデόイス࡞製、ಋ電性
などのデόイスಛ性評価を自ら行うことで、有機合成化学から有機ΤϨクトロχクスにΘたる幅広い知識と技術を、ݪ理からテクχック
まで習得します。さらにത࢜後ظ課ఔの学生は、ҟ分野の研究者との共同研究によるίミϡχέーション力、学会発දや֎෦ࢿ金֫得
ਃによるプϨθンテーション能力、論จのࣥචによるӳޠ力・論理展開能力など研究遂行能力を身につけ、国ࡍ性などを݉Ͷ備͑た
自立した研究者、技術者を目ࢦします。

修了生の活躍の場
材料化学メーカーを中心とした幅広い理ܥ職（ৄࡉは)1にࡌه）

研究内容
　༗ػബບ太ཅిɺ༗ػബບτϥϯδελͳͲʹ利༻
Մͳ༗ػಋମࡐྉɺ子ੑάϥϑΣϯɾάϥϑΣϯ
φϊϦϘϯۙ֎ྖҬʹٵऩΛͭ৭ૉɺൃޫࡐྉͷ
։ൃΛతʹɺ৽نКڞ֦ு๕߳Խ合Λઃܭɾ合
͠ɺੑධՁͱػ։拓Λ行ͬͯ ͍· ɻ͢

ʢ�ʣ༗ػΤϨΫτϩχΫεࡐྉͷ։ൃ
　太ཅిτϥϯδελͳͲͷԠ༻ΛΊ͟͠ɺֵ৽
తͳ༗ػಋମΛ։ൃ͍ͯ͠· ɻ͢ಛʹɺՄ༹ͳલۦମ
Λج൘ʹృͨ͠ޙɺޫ照ࣹ加͢Δ͜ͱͰෆ༹ͳ
子ಋମബບͱม͢ΔϢχʔΫͳʮલۦମ๏ʯΛ
ݚྉ合ʙσόΠε作Λཏ͢Δแׅతͳࡐɺʹ࣠ج
Λ行ͬͯڀ ͍· ʦ͢12ʧɻ

ʢ�ʣ৽ͳܗঢ়ɾػੑΛ༗͢ΔКڞࢠͷߏங
　ेʹКڞ͕֦͕ܥΓ͔ͭԽֶతʹ安ఆͳɺϢχʔ
Ϋͳܗঢ়Λͭ子ੑάϥϑΣϯɾΦϦΰΞηϯͳͲͷଟ
๕߳Խ水ૉͷ৽ن合๏Λ։拓͍ͯ͠· ɻ͢·ͨ
ͦͷࡐྉͷಛΛػޫ͔ͨ͠׆ੑૉ子ɾి子ૉ子ͷ։
ൃ͓Αͼ高ޮͷۙ֎ൃޫࡐྉͷ合Λ行ͬͯ ͍·͢

ʦ3ʧɻ
ʢ�ʣ৽نφϊΧーϘϯࡐྉͷ߹ͱػ։
　次ੈσόΠεͷࡐװجྉʹͳΔɺ৽نφϊΧʔϘϯࡐྉͷΛ͍ͯ͠ࢦ· ɻ͢ಛʹɺ༏Εͨి子ੑ͕༧͞ΕΔάϥϑΣϯ
φϊϦϘϯʹண͠ɺϘτϜΞοϓ༗ػ合ʹΑΔάϥϑΣϯφϊϦϘϯલۦମͷ合ͱɺݪ子ϨϕϧͰͷߏɾੑΛධՁͰ͖Δٕज़
ΛΈ合Θͤͨࡐྉ։ൃΛల։ͯ͠ ͍· ʦ͢4ʧɻ

研究設備
Մ視ۙ֎分ޫܭଌஔ、ઈ対ྔޫܬ子ऩଌఆஔ、.ALDIおよͼ
A1CI࣭ྔ分ੳஔ、ࠪܕプローϒݦඍڸ、ภޫݦඍڸ、άローϒϘッ
クス、ঢ՚精製ஔ、電ؾ化学Ξφライβー、ৠணஔ、֤種ޫࣅٙ、ݯ
ଠཅޫޫݯ、プローόー、(1C、)1LC、Թ߃Թ૧など

研究業・共同研究・外部資金など
�.  ). )aZashi ). :amada 3. 'asel et al. On-sVrGaDe liHht-

indVDed Heneration oG hiHher aDenes and elVDidation oG their 
open-shell DharaDter Nat. CommVn. 2019 �� ���.

�.  ,. Takahashi .. SV[Vki 2. .iao ). :amada et al. EnHineerinH 
Thin 'ilms oG a Tetraben[oporphZrin toward E⒏Dient CharHe-
Carrier Transport: SeleDtiWe 'ormation oG a BriDkwork .otiG 
ACS Appl. .ater. InterGaDes  2017 � ����.
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�.  3. ,Vrosaki ). )aZashi .. SV[Vki +. +ianH .. )atanaka N. 
Aratani ). :amada A remarkablZ strained DZDlopZrenZlene 
trimer that VnderHoes metal-Gree direDt oxZHen insertion into 
the biarZl C-C М-bond Chem. SDi.  2019 �� ����. (SeleDted 
as an Inside BaDk CoWer)

�.  +. :amaHVDhi ). )aZashi ). :amada S. Sato et al . Small 
bandHap in atomiDallZ preDise ��-atom-wide armDhair-edHed 
Hraphene nanoribbons CommVn. .ater. 2020 � ��. 

・共同研究：౦大、ژ大、阪大、ਆށ大、Ѫඤ大、ઍ༿大、新ׁ大、関学Ӄ
大、࢜通研究所、Empa（スイス）、߳ 中՚大、6C Santa Barbaraߓ
（ถ国）、National 6niWersitZ oG SinHaporeなど

・学術ม革ྖҬ研究（A）ň動的ΤΩシトンŉ（3�ʙ3�度）ܭ画൝
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